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東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
被
災
地
で
は
、
少
し
ず
つ
復
興
へ
と
歩
み
始

め
て
い
ま
す
が
、
被
害
の
規
模
が
大
き
く
複
雑
な
た
め
、

長
く
険
し
い
道
の
り
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現

在
田
原
市
で
は
、
職
員
派
遣
な
ど
、
引
き
続
き
被
災
地
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
復
興
の
段
階
に
応

じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
震
災
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、人
的
被
害
の
規
模
を
、

過
去
の
大
地
震
や
台
風
と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
震
災
で
人
的
被
害
が
多
か
っ
た
の
は
、
津
波
の

規
模
が
過
去
最
大
級
だ
っ
た
こ
と
と
、
沿
岸
部
の
市
街
地

の
発
達
や
人
口
増
加
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
防
災
対
策
は
、
過
去
に
学
び
な
が
ら
も
、
そ

れ
ら
を
現
代
の
社
会
構
造
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

■
国
の
動
き

　

現
在
、
国
の
中
央
防
災
会
議
で
は
、
予
測
や
想
定
を
は

る
か
に
超
え
た
今
回
の
地
震
・
津
波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
被
害
想
定
手
法
な
ど
の
再
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

秋
に
は
、
そ
の
分
析
を
基
に
検
討
方
針
が
示
さ
れ
、
平
成

23
年
度
～
24
年
度
に
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
な

ど
に
よ
る
被
害
予
測
調
査
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

■
愛
知
県
の
動
き

　

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
度
ご
ろ
に
新
た
な
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
後
、
愛
知
県
地
域
防
災
計
画
を
改
正

し
、
平
成
25
年
度
ご
ろ
に
は
、
そ
の
方
向
性
を
県
内
市
町

村
に
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
田
原
市
の
対
策

　

４
月
以
降
、
各
校
区
と
協
力
し
た
津
波
避
難
計
画
の
策

定
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
津
波
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。（
４

～
６
頁
に
掲
載
）

「防災」
いま、向き合うべきもの

３月１１日、東北地方の太平洋沿岸部に設置されたテレビカメラは、
津波が街に押し寄せる様子をリアルタイムで報じました。

目に映る現実をどうすることもできない無力感と、
「もっと何かできることがあったのではないか」という思いは、

いまだ私たちの脳裏から消えることはありません。
あれから半年。

「防災」は、いま、向き合うべき課題として、
私たちの目の前に立ち続けています。

◦霧に煙る３階建ての被災建物。屋根まで津波が到達し骨組みだけに（宮城県南三陸町）

あ
れ
か
ら
半
年
…

私
た
ち
の
意
識
は
ど
う
変
化
し
た
か

は
じ
め
に

災害名 発生年 死者・行方不明者数

三河地震 昭和 20 年 ２３０６人
枕崎台風 昭和 20 年 ３７５６人
福井地震 昭和 23 年 ３７６９人
伊勢湾台風 昭和 34 年 ５０９８人
阪神淡路大震災 平成 ７ 年 ６４３７人
東日本大震災 平成 23 年 ２万　３３５人

◦戦後の大災害と人的被害の規模

◦東日本大震災は、８月２１日現在の数字です。

◦福井地震、阪神・淡路大震災では津波は発生
せず、三河地震の津波も小規模でした。

◦関東大震災（大正１２年）の死者・行方不明
者は、１０万５３８５人でした。

地
震
・
津
波
対
策
の
動
向
は
？
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過
去
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
こ
の
地
域
で
も
多
く
の
地

震
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
近
世

以
降
、
渥
美
半
島
周
辺
で
発
生
し
、
津
波
を
伴
っ
た
地
震

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
特
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
２
つ
の
地
震
を
、詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
宝
永
東
海
地
震
（
Ｍ
８
・
３
）

（
１
７
０
７
年
10
月
28
日
・
宝
永
４
年
）

　

こ
の
地
震
の
約
１
時
間
後
に
は
、南
海
地
震（
Ｍ
８
・
４
）

が
発
生
し
ま
し
た
。
津
波
は
伊
豆
か
ら
九
州
東
岸
に
至
る

範
囲
に
波
及
。
宝
永
東
海
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
・
流

失
は
約
１
万
戸
、
犠
牲
者
は
約
２
０
０
０
人
で
し
た
。

◦
渥
美
半
島
の
被
災
状
況

［
堀
切
］
30
余
の
家
屋
流
失
、
漁
船
流
失
多
数
、
１
～
２

人
流
死
、
推
定
津
波
高
６
～
７
ｍ

［
池
尻
］
池
尻
川
を
遡
上
、
推
定
津
波
高
６
～
７
ｍ

［
田
原
］
新
田
・
汐
川
堤
防
決
壊
し
田
畑
被
害
多
数
、
推

定
津
波
高
４
ｍ

■
安
政
東
海
地
震
（
Ｍ
８
・
３
）

（
１
８
５
４
年
12
月
23
日
・
安
政
元
年
）

　

こ
の
地
震
の
翌
日
に
は
、
南
海
地
震
（
Ｍ
８
・
４
）
が

発
生
し
ま
し
た
。
東
海
道
沿
岸
に
大
津
波
が
到
達
。
安
政

東
海
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
・
流
失
は
約
８
３
０
０
戸
、

犠
牲
者
は
溺
死
者
を
含
め
約
１
０
０
０
人
で
し
た
。

◦
渥
美
半
島
の
被
災
状
況

［
堀
切
］
推
定
津
波
高
６
～
７
ｍ

［
小
塩
津
］
船
３
隻
大
破
・
４
隻
流
失
、
推
定
津
波
高
６

～
８
ｍ

［
赤
羽
根
］
引
き
波
５
０
０
ｍ
、池
尻
川
・
精
進
川
を
遡
上
、

池
尻
で
床
上
浸
水
、
辨べ
ん

天て
ん

社
（
10
ｍ
）
が
流
失
、
推
定

津
波
高
６
～
10
ｍ

［
宇
津
江
］
制
札
場
破
損
、
田
畑
被
害
多
数
、
推
定
津
波

高
３
～
４
ｍ

［
田
原
］
橋
・
堤
防
損
傷
、
漁
具
流
失
多
数
、
推
定
津
波

高
３
～
４
ｍ

「防災」　いま、向き合うべきもの

津
波
の
記
録
を
ひ
も
と
く

№ 年月日 震源地 規模 津波波高 被害地域
1 1605.2.3（慶長９年） 東海沖 Ｍ８．０ ３～６ｍ 太平洋沿岸、伊勢湾・三河湾沿岸
2 1707.10.28（宝永４年） 東海沖 Ｍ８．３ ３～７ｍ 太平洋沿岸、伊勢湾・三河湾沿岸
3 1708.2.13（宝永５年） 東海沖 Ｍ６．８ ２～３ｍ 太平洋沿岸、伊勢湾沿岸
4 1854.12.23（安政元年） 東海沖 Ｍ８．３ ２～ 10 ｍ 太平洋沿岸、三河湾沿岸、知多半島西岸
5 1855.11.7（安政２年） 東海沖 Ｍ６．８ ２～３ｍ 太平洋沿岸、三河湾沿岸
6 1944.12.7（昭和 19 年） 東海沖 Ｍ８．０ １～ 1.5 ｍ 伊勢湾・三河湾沿岸
7 1945.1.13（昭和 20 年） 三河湾 Ｍ７．１ １ｍ ※戦時中のため詳細な記録なし

◦近世以降に起きた主な地震による津波被害（渥美半島周辺のもの）

◦上表の地震の震央分布図

【出典】「愛知県被害津波史」

※このほかにも、東南海、南海
で多くの地震が発生しています
が、ここでは渥美半島に津波の
影響があったものだけを取り上
げています。

安政東海地震（1854 年 12 月 23 日）の津波浸水域イメージ図
【出典】「愛知県被害津波史」

池
尻

江
比
間

宇
津
江

堀
切

小
塩
津

田
原

◦この図は出典元に掲載の浸水図を参考に現在の地
図に置き換えたものです。そのため、当時の海岸
線や集落の立地などは、現在と異なっています。
また、記録のない
地域の浸水状況は
記載していません。

◦ 当 時 存 在 し な
かった臨海埋立
地は淡色で表現
しています。

◦一色以東の着色は主に太平洋岸の
砂浜周辺の浸水状況を表現したも
のです。

一
色辨

天
社

│ 3 │　　　　　　　　　　平成23 年9月1日



東
海
・
東
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
が
心
配
さ
れ
る
田

原
市
。
各
種
調
査
に
よ
る
新
た
な
被
害
予
測
な
ど

が
示
さ
れ
る
の
は
、
ま
だ
先
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
の
記

録
や
想
定
よ
り
大
き
な
津
波
が
「
起
こ
り
う
る
」
と
い
う

視
点
に
立
ち
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
津
波
対
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
は
じ
め

に
、
地
域
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
津
波
避
難
マ
ッ
プ
を
作
成
中

　

今
回
の
震
災
で
得
ら
れ
た
教
訓
と
し
て

最
も
重
要
な
こ
と
は
、「
と
に
か
く
高
い

所
へ
素
早
く
逃
げ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
津
波
の
襲
来
が
予
想

さ
れ
る
地
域
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
高
台

へ
逃
げ
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
と
各
校
区
が
協
働
で
津
波
避

難
マ
ッ
プ
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
地

形
や
生
活
環
境
、
交
通
事
情
、
過
去
の
災

害
史
な
ど
、
そ
の
地
域
の
人
だ
か
ら
こ
そ

知
り
う
る
情
報
を
収
集
し
、
現
実
的
な

マ
ッ
プ
作
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

◦
全
世
帯
へ
配
布

　

津
波
避
難
マ
ッ
プ
は
、
全
20
校
区
中
、

津
波
の
恐
れ
の
あ
る
16
校
区
（
地
区
）
に

お
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
は
地

域
ご
と
に
全
世
帯
へ
配
布
す
る
予
定
で
、

す
で
に
完
成
・
配
布
し
た
校
区
も
あ
り
ま

す
。
お
手
元
に
届
い
た
ら
、
見
や
す
い
と

こ
ろ
に
掲
示
し
、
避
難
ル
ー
ト
を
実
際
に

歩
い
て
み
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意

識
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
残
り
４
校
区
は
地
震
避
難
マ
ッ
プ
を
作
成
予
定

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す

地
域
に
お
け
る
津
波
対
策

地
震
だ
、津
波
だ
、さ
あ
逃
げ
ろ
！

◦津波避難マップの作成風景（清田校区）

見 本

◦
左
の
津
波
避
難
マ
ッ
プ
は
福
江
地
区
の
見
本
で
す
。
津
波
が
心
配
さ
れ
る
校
区（
地
区
）

で
は
、
同
様
の
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
津
波
浸
水
区
域
や
避
難
対
象
区
域
、
避
難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
、
海
抜
表
示
な
ど
が
詳

細
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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太
平
洋
に
面
し
、
海
抜
が
低
い
場
所
に
あ
る
堀
切
地

区
は
、
安
政
東
海
地
震
（
１
８
５
４
年
）
に
よ
る

津
波
で
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
で
は
、
東
日

本
大
震
災
後
、
津
波
に
対
す
る
危
機
感
が
一
層
増
し
、
堀

切
小
学
校
を
中
心
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
校
区
・
自
治
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
津
波
に
備
え
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
避
難
場
所
を
変
更

　

堀
切
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
小
学
校
を
避
難
場
所
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
市
と
地
域
の
関
係
者
が
話
し
合
っ
た
結

果
、
よ
り
高
台
で
安
全
な
渥
美
総
合
運
動
公
園
を
避
難
場

所
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
渥
美
総
合
運
動
公
園
ま
で
い
ち
早
く
逃
げ
よ
う
！

▼
避
難
訓
練
❶
…
５
月
25
日
水

　

校
内
放
送
の
合
図
で
、
児
童
が
一
斉
に
渥
美
総
合
運
動

公
園
を
目
指
し
て
走
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
校
区
・
自
治
会
の
方

も
協
力
・
参
加
し
ま
し
た
。

▼
避
難
訓
練
❷
…
６
月
24
日
金

　

停
電
を
想
定
し
、
メ
ガ
ホ
ン

で
訓
練
開
始
の
合
図
を
し
て
渥

美
総
合
運
動
公
園
ま
で
避
難
し

ま
し
た
。
ま
た
、
体
調
不
良
な

ど
で
自
力
で
避
難
で
き
な
い
児

童
を
リ
ア
カ
ー
や
背し
ょ
い
こ

負
子
で
避

難
さ
せ
る
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

▼
避
難
訓
練
❸
…
７
月
14
日
木
（
登
校
時
）

　

登
校
時
の
地
震
を

想
定
し
て
行
い
ま
し

た
。
通
学
班
ご
と
家

族
が
１
人
以
上
付
き

添
い
、
一
斉
メ
ー
ル

を
合
図
に
避
難
訓
練

を
開
始
し
ま
し
た
。

堀
切
市
民
館
を
境
に

し
て
、
西
側
に
い
る

班
は
寅
之
神
社
に
、

東
側
に
い
る
班
は
渥

美
総
合
運
動
公
園
に

避
難
し
ま
し
た
。

■
防
災
講
演
会
を
開
催

　

７
月
２
日
（
土
）、「
自
ら

の
命
を
守
る
主
体
的
姿
勢
を

育
む
防
災
教
育
」
を
テ
ー
マ

に
防
災
講
演
会
を
開
催
し
、

地
域
住
民
約
２
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
岩

手
県
釜
石
市
で
津
波
防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

片
田
敏
孝
氏
（
広
域
首
都
圏
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
群

馬
大
学
大
学
院
教
授
）
で
、
今
回
の
震
災
で
は
そ
の
取
り

組
み
が
生
か
さ
れ
、
釜
石
市
の
ほ
と
ん
ど
の
児
童
・
生
徒

は
津
波
被
害
を
逃
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に
、
避
難
に
お
け

る「
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
」「
最
善
を
尽
く
す
こ
と
」

「
率
先
し
て
避
難
す
る
こ
と
」
の
重
要
性
が
、
説
得
力
を

も
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

■
地
域
へ
も
広
が
り
を

　

７
月
10
日
（
土
）
に
は
、
堀
切
地
区
と
し
て
津
波
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
地
域
住
民
約

４
０
０
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難
経
路
を
確
認
し
な

が
ら
避
難
で
き
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

■
今
後
の
目
標

◦
避
難
訓
練
を
継
続
し
、
避
難
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
し

た
い

◦
避
難
経
路
を
点
検
し
、
安
全
性
を
高
め
た
い

「防災」　いま、向き合うべきもの

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」「
最
善
を
尽
く
せ
」

「
率
先
避
難
者
た
れ
」が“
避
難
３
原
則
”

堀
切
小
学
校
の
防
災
教
育

◦リアカーを使って避難する様子

◦走って避難する児童たち

◦講演する片田氏
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広
報
た
は
ら
７
月
１
日
号
で
は
、
今
後
の
防
災
対
策

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
そ
の

詳
細
や
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
津
波
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成

　

４
頁
に
掲
載
の
と
お
り
、
５
月
か
ら
市
と
各
校
区
が
協

働
で
作
業
を
進
め
て
ま
す
。

2
防
災
行
政
無
線
：
赤
色
回
転
灯
付
屋
外
子
局
の
整
備

　

現
在
、
市
内
の
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
23
局
の
赤
色
回

転
灯
付
屋
外
子
局
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
津
波

情
報
伝
達
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
三
河
湾
側
の
４

か
所
の
子
局
に
回
転
灯
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

必
要
な
箇
所
に
計
画
的
に
設
置
し
ま
す
。

3
地
震
防
災
対
策
基
礎
調
査
の
実
施

　

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
が
同
時
発
生
し
た
場
合
の

津
波
規
模
・
被
害
予
測
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
平
成
24
年
の
初
め
ご
ろ
に

ま
と
ま
る
予
定
で
す
。「
震
度
」「
液
状
化
」「
津
波
（
津

波
高
・
浸
水
高
・
浸
水
区
域
・
遡
上
区
域
な
ど
）」
の
調

査
結
果
を
基
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策
を
講
じ
ま
す
。

4
防
災
計
画
の
見
直
し

　

地
震
防
災
対
策
基
礎
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
現
在
の

「
田
原
市
地
域
防
災
計
画
」
を
見
直
し
ま
す
。（
平
成
24
年

３
月
ご
ろ
改
正
予
定
）

5
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

　

地
震
防
災
対
策
基
礎
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
現
在
の

「
田
原
市
防
災
マ
ッ
プ
」
を
改
訂
し
、
市
内
全
世
帯
に
配

布
し
ま
す
。（
平
成
24
年
３
月
ご
ろ
配
布
予
定
）

6
防
災
ラ
ジ
オ
の
整
備

　

行
政
防
災
無
線
の
難
聴
地
域
を
解
消
し
、
防
災
情
報
を

確
実
に
市
民
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
追
加
販

売
を
行
い
ま
す
。（
受
付
は
８
月
12
日
で
終
了
）

7
海
抜
表
示
の
設
置

　

各
校
区
で
作
成
し
た
地
震
・
津
波

避
難
マ
ッ
プ
を
基
に
、
海
抜
表
示
板

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
必

要
に
応
じ
追
加
設
置
を
行
い
ま
す
。

8
そ
の
他

　

今
後
は
、
各
校
区
か
ら
提
出
さ
れ
た
課
題
を
基
に
、
避

難
所
の
見
直
し
や
組
織
・
資
機
材
な
ど
の
充
実
、
避
難
路

や
避
難
誘
導
灯
の
整
備
、
自
主
防
災
力
の
向
上
な
ど
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
・
県
に
対
し
て
も
、
防
潮

堤
の
再
整
備
、
樋
門
の
自
動
化
、
避
難
道
路
の
整
備
な
ど

を
要
望
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
各
種
の
防
災
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

行
政
の
取
り
組
み

市
民
の
安
心
と
安
全
の
た
め

実
情
に
合
っ
た
防
災
対
策
を
目
指
し
ま
す

◦宇津江海岸

久
美
原

浜
田

百
々

東
ヶ
谷

谷
ノ
口

南
町大

草新
井西

脇大
石赤

羽
根

池
尻若

見越
戸

小
塩
津

堀
切日

出
伊
良
湖
２

伊
良
湖
３

伊
良
湖
１

伊
川
津

江
比
間

宇
津
江

小
中
山
１

古
田
２

仁
崎

白
谷

回転灯付子局（23局）

改修予定子局（４局）

凡　例

◦防災行政無線屋外子局（回転灯付）の整備状況
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「防災」　いま、向き合うべきもの

地震が起きたら

地震が起きたら、まずは落ち着いて身を守
りましょう。次のことを覚えておきま

しょう。

1 家具から離れ、丈夫な机などの下に隠れる
2 大きな揺れが収まった

ら、火の元を確認する
3 ドアや窓を開け、出口

を確保する
4 外に出るときは、あわ

てて飛び出さない
5 テレビやラジオの正しい情報を聞く
6 隣近所と声をかけ合い、安否確認をする
7 避難するときは、家族で決めた避難方法で
8 協力し合って応急救護を

津波から身を守りましょう。次のことを覚
えておきましょう。

1 強い地震や長い揺れを感じたら、低地にお住ま
いの方、海や川に居る方は、すぐに高い所へ避
難する

2 揺れを感じなくても、大津波警報・津波警報が
発表されたら、すぐに高い所
へ避難する

3 テレビやラジオ、防災無線放
送などの正しい情報を聞く

4 津波は繰り返し襲ってくるの
で、注意報が解除されるまで、
低地、海や川に近づかない

日ごろの備え

家族の防災会議を 開 き ま
しょう。

1 いざというときの、家族一人ひとりの役割を決
めておく

2 いざというときに、家族が離れ離れの場合の連
絡方法や避難場所を確認しておく

家の危険箇所をチェックして
おきましょう。

1 建物の危険箇所をチェックする
2 家の中の危険箇所をチェックする

非常持出品・非常備蓄品を用意し
ましょう。

1 非常持出袋などに入れて一人ずつ
用意する

2 すぐ持ち出せる場所にひとまとめ
にしておく

避難ルートを実際に歩いておきま
しょう。

1 道路が狭い所や危険箇所をチェックする
2 一つのルートだけ

でなく、ほかのルー
トも調べておく

3 避難場所までの手
作りマップを作っ
ておく

防災に関するお問い合わせ・ご意見は

▼防災対策課☎２３局３５４８　　 saigai@city.tahara.aichi.jp

災害時要援護者の支援を

災害が発生したとき、乳幼児や高齢者、障がい者、傷病者、外国人などは被害を受けやすくなります。
地域で協力し合い、支援しましょう。

1 近所や地域の災害時要援護者を把握する
2 日ごろから声かけなどのコミュニケーションをとる
3 避難経路を一緒に確認しておく
4 災害時には進んで声かけする
5 地域の防災訓練に積極的に参加してもらい、いざというときの

支援体制について話し合う

◦今月号の「消防かわら版」（10 頁）に台風の注意事項も掲載していますので、ご覧ください。
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▪
実
施
の
方
向
性
は

　

田
原
市
が
実
施
し
た
事
務
事
業
に
つ
い

て
、「
妥
当
性
」「
有
効
性
」「
効
率
性
」を
評

価
し
、「
今
後
の
課
題
」「
改
善
の
方
向
性
」

を
検
討
し
ま
し
た
。そ
れ
を
基
に
、次
年
度

以
降
の「
事
業
実
施
の
方
向
性
」を
総
合
的

に
判
断
し
た
結
果
、「
継
続
」が
96
・
６
％
、

「
他
事
業
に
よ
る
代
替
」「
完
了
」が
い
ず
れ

も
１
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

※
行
政
評
価
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▪
施
策
の
進
捗
状
況
は

　

田
原
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
の
進

捗
状
況
の
割
合
を
、６
つ
の
分
野
別
に
グ

ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。全
体
で
は
、「
予

定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
」が
73
・
１
％
、「
予

定
よ
り
遅
れ
て
い
る
」が
26
・
９
％
と
な
り

ま
し
た
。

田
原
市
で
は
、第
１
次
田
原
市
総
合
計
画

の
進
捗
管
理
を
行
う
た
め
の「
施
策

評
価
」と
、継
続
的
な
改
善
に
結
び
つ
け
て
い

く
た
め
の「
事
務
事
業
評
価
」と
い
う
２
段
階

の
行
政
評
価
を
行
って
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、平

成
23
年
度（
平
成
22
年
度
実
施
事
業
）の
行

政
評
価
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
行
政
評
価
と
は

　

行
政
評
価
と
は
、市
民
生
活
の
向
上
と

地
域
の
発
展
に
向
け
た
、行
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、そ
の
目
的
を

明
確
に
し
な
が
ら
、成
果
を
数
値
化
し
て

客
観
的
に
評
価
す
る
仕
組
み
で
す
。

1
市
の
業
務
を
客
観
的
に
評
価

平
成
23
年
度
行
政
評
価
結
果

分野
（6分野）

施策
（49施策）

基本事業
（162事業）

事務事業
（約648事業）

施策評価

事務事業評価
459事業を評価

●施策の体系と行政評価

0 20 40 60 80 100

教育文化

都市環境

産業経済

福祉

コミュニティ

総合戦略

（％）

予定以上に
進んでいる

予定どおり
進んでいる

予定より
遅れている

予定より著し
く遅れている

78.6

83.3

85.7

85.7

46.2

80.0

21.4

14.3

53.8

20.0

14.3

16.7

0 20 40 60 80 100

教育文化

都市環境

産業経済

福祉

コミュニティ

総合戦略

（％）

継続

代替

完了

95.5

100.0

97.9

96.9

94.4

98.6

3.4 1.1

2.1

3.1

1.6 4.0

❖「広報たはら」への広告を募集
田原市では、財源の確保と地域経済の振興を目的に、「広報
たはら」に掲載する広告を募集します。

掲載ページ　「おしらせ」コーナー下段
募集枠数　　４枠（枠サイズ：たて 55mm ×よこ 85mm）
掲載号　　　11 月１日号～平成 24 年４月１日号（毎月１日号・全６回）
掲載料　　　６万円（全６回分）
参考情報　　Ａ４版・オールカラー／毎月約２万

部発行／自治会を通じ市内全世帯に配布
募集期間　　９月14日（水）まで
応募方法　　広報秘書課にある「広報たは

ら広告掲載申込書」に必要書類を添えて直
接または郵送にて／申込書はホームページか
らダウンロード可／直接持参の場合は市役
所執務時間内／郵送の場合は締切日必着

その他　　　「田原市広告取扱要綱」「田
原市広告掲載基準」「広報たはら広告掲載
要領」「広報たはら広告募集要項」をよく読み、規定を順守すること／要
綱などは広報秘書課で配布のほか、市ホームページからダウンロード可

選考方法　　田原市広告審査委員会で審査／応募者多数の場合は
広報たはら広告掲載要領第８条の規定に基づき決定

※詳しくはお問い合わせください。
▶広報秘書課（〒４４１－３４９２　住所不要）
　☎ 22 局０１３８　　koho@city.tahara.aichi.jp　

▲広告掲載枠の例

1.4
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周
り
の
人
が
ケ
ガ
を
し
た
と
き
も

「
応
急
手
当
」
が
役
に
立
ち
ま
す　

　

９
月
に
入
り
、
徐
々
に
過
ご
し
や
す
い

時
期
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
」
で
す
ね
。
皆
さ
ん
も
、
さ
わ
や
か

な
風
に
誘
わ
れ
、
運
動
す
る
機
会
が
増
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
急
に
慣
れ
な
い
運
動
を
し
た

り
、
準
備
運
動
不
足
で
あ
っ
た
り
し
て
、

ケ
ガ
を
し

て
し
ま
う

こ
と
が
あ

る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
自
分
や
周
り
の
人
が

運
動
中
に
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
っ
た
際
に
役

立
つ
、
正
し
い
応
急
手
当
の
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

▪
出
血
し
て
い
る
場
合

❶
き
れ
い
な
ガ
ー
ゼ
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど

を
重
ね
て
、
傷
口
に
当
て
ま
す
。

❷
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
自
分
の
手
を
お

お
い
、
傷
口
に
当
て
た
ガ
ー
ゼ
を
手
で

直
接
圧
迫
し
て
止
血
し
ま
す
。

❸
ほ
と
ん
ど
の
出
血
は
こ
の
方
法
で
止

ま
り
ま
す
が
、お
さ
ま
ら
な
い
場
合
は
、

も
う
一
度
圧
迫
位
置
を
確
認
し
、
体

重
を
乗
せ
て
、

直
接
圧
迫
し

ま
す
。

▪
骨
折
し
て
い
る
場
合

❶
負
傷
者
に
ど
こ
が
痛
い
の
か
を
聞

き
、
骨
折
し
て
い
る
部
位
を
確
認
し
ま

す
。
ま
た
、
変
形
や
出
血
が
な
い
か
を

確
認
し
ま
す
。

❷
そ
え
木
を
当
て
て
固
定
し
ま
す
。
変

形
し
て
い
る
場
合
は
無
理
に
元
に
戻
そ

う
と
せ
ず
そ
の
ま
ま
の
形
で
固
定
し
ま

す
。
※
そ
え
木
は
雑
誌
や
新
聞
紙
を
重

ね
た
も
の
な
ど
、
身
近
に
あ
る
物
で
代

用
で
き
ま
す
。

❸
長
い
布
の
よ
う
な
も
の（
ネ
ク
タ
イ
、

手
ぬ
ぐ
い
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
）
で
そ
え

木
と
一
緒
に
固
定
し
ま
す
。
絶
え
ず
声

を
か
け
て
負
傷
者
を
励
ま
し
、
安
静
に

し
て
救
急
隊
が
到
着
す
る
の
を
待
ち
ま

す
。

　

毎
年
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
全
国
各
地

で
被
害
が
発
生
し
ま
す
。
特
に
強
い
風
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
被
害
は
、
時
と
し

て
甚
大
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、
事
前

に
で
き
る
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

雨
や
風
が
強
く
な
っ
て
か
ら
屋
外
に
出
る

の
は
危
険
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
り

の
点
検
を
行
い
、
雨
戸
の
が
た
つ
き
を
修

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一度

　

応
急
手
当
の
方
法
を
ご
紹
介

繕
し
た
り
、

庭
の
鉢
植
え

な
ど
の
飛
ば

さ
れ
そ
う
な

も
の
を
片
付

け
た
り
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気

象
情
報
を
集

め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
台
風
に
よ
る
大

雨
や
強
風
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
、

常
に
新
し
い
情
報
を
収
集
し
、
台
風
の
動

き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
備
え
ま
し
ょ
う

▲直接圧迫止血法

◆強風がもたらす人と建物への影響
平均風速（秒速） 人への影響 建物への影響

【強い風】
15メートル以上
20メートル未満

風に向かって歩けない。
転倒する人もいる。

ビニールハウスが壊
れ始める。

【非常に強い風】
20メートル以上
25メートル未満

しっかり体を確保しな
いと転倒する。

鋼製のシャッターが
壊れ始める。風で飛ん
だもので窓が割れる。

【非常に強い風】
25メートル以上
30メートル未満 立っていられない。

屋外での行動は危険。

ブロック塀が壊れ、取
り付けの悪い屋外外装
がはがれ、飛び始める。

【猛烈な風】
30メートル以上

屋根が飛ばされ、木造
住宅の全壊が始まる。
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緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動

　

全
国
的
な
消
防
応
援
の
制
度
に
基
づ
く

消
防
部
隊
で
あ
る
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
田
原
市
消

防
本
部
も
緊
急
援
助
隊
愛
知
県
隊
の
一
員

と
し
て
３
月
12
日
～
４
月
12
日
の
期
間
、

延
べ
41
名
が
活
動
し
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
（
土
）
午
前
１
時
、
５
名
の

消
防
職
員
が

ポ
ン
プ
車
に

乗
り
、
田
原

市
か
ら
の
最

初
の
援
助
隊

と
し
て
、
宮

城
県
亘
理
郡

へ
出
発
。
到

⑩
て
ん
ぷ
ら
や
薬
味
に
な
り
、別
名
は

「
大
葉
」

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
全
て
の
国
が
載
っ
て
い
る
地
図

⑤
こ
れ
を
扱
っ
て
い
る
店
で
は
、表

札
な
ど
も
扱
っ
て
い
る

⑥
曲
が
り
○
○
、○
○
が
立
つ

⑦
刑
事
の
別
の
呼
び
方

⑨
終
業
式
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も

ら
う
も
の

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
９
月
30
日（
金
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
冬
号
の
答
え　

フ
ッ
コ
ウ
】

（
応
募
総
数
41
通
中
、正
解
39
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
毎
日
暮
ら
す
の
に
必
要
な
お
金

②
深
く
物
事
に
感
じ
て
心
を
動
か
す
こ
と

③
天
ぷ
ら
に
す
る
と
お
い
し
い
も
の（
リ
ン

グ
、ゲ
ソ
）

④
田
原
の
方
言
で「
と
ご
る
」

⑧
大
分
県
の
特
産
品
で
ゆ
ず
の
一
種

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

①

⑨B

⑧⑥

D

⑦C

⑤

⑩

③ ④①Ａ ②

着
し
た
の
は
約
24
時
間
後
で
し
た
。
現
地

で
は
、
主
に
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
（
木
）、
午
前
10
時
。
田
原

市
か
ら
第
２
隊
と
し
て
５
名
の
消
防
職
員

が
出
発
し
ま
し
た
。
こ
の
隊
か
ら
は
、
よ

り
消
火
能
力
が
高
い
「
化
学
車
」
で
向
か

い
、
行
方
不

明
者
の
捜
索

と
と
も
に
常

備
消
防
隊
と

し
て
消
火
活

動
に
も
従
事

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
緊
急
消
防
援
助
隊
に

田
原
市
消
防
本
部
の
救
急
部
隊
も
新
た
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。大
規
模
災
害
時
に
は
、

要
請
に
基
づ
き
、派
遣
を
行
う
予
定
で
す
。

▲宮城県亘理郡での行方不明者捜索
の様子

▲消火活動を行った化学車
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９
月
17
日
［
土
］

か
ら
く
り
山
車　
　

10
時
10
分
～
14
時
30
分
ご
ろ
◉
新
町
・
萱
町
・
本
町
を
巡
回

山
車
３
台
の
競
演　

12
時
10
分
ご
ろ
◉
田
原
ま
つ
り
会
館

夜よ

や

ま
山
車
の
競
演　
　

20
時
５
分
ご
ろ
◉
は
な
と
き
通
り

９
月
18
日
［
日
］

か
ら
く
り
山
車　
　

10
時
10
分
～
14
時
30
分
ご
ろ
◉
新
町
・
萱
町
・
本
町
を
巡
回

山
車
３
台
の
競
演　

12
時
ご
ろ
◉
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
前

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
ご
ろ
◉
神
明
社
前

手
筒
・
大
筒
花
火　

17
時
30
分
～
◉
は
な
の
き
広
場

打
上
花
火　
　
　
　

20
時
～
◉
田
原
文
化
会
館
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
☎
23
局
３
５
１
６

　

 http://taharakankou.gr.jp/

▼
田
原
ま
つ
り
会
館
☎
22
局
７
３
３
７

ごみは必ず
持ち帰りましょう

18

300

●●

豊鉄の移動バス停

はなとき通り

江
戸
時
代
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
田
原
祭
り
。

明
治
時
代
以
降
、
豪
華
な
山だ

し車
が
登
場
し
、

現
在
で
は
、
八は
ち
ま
ん
し
ゃ

幡
社
・
神し
ん
め
い
し
ゃ

明
社
・
巴は
こ
う
じ
ん
じ
ゃ

江
神
社
の
祭
り
を
、

田
原
祭
り
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

～
城
下
町
田
原
の
伝
統
文
化
を
今
に
～

江
戸
時
代
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
田
原
祭
り
。

明
治
時
代
以
降
、
豪
華
な
山だ

し車
が
登
場
し
、

現
在
で
は
、
八は
ち
ま
ん
し
ゃ

幡
社
・
神し
ん
め
い
し
ゃ

明
社
・
巴は
こ
う
じ
ん
じ
ゃ

江
神
社
の
祭
り
を
、

田
原
祭
り
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

～
城
下
町
田
原
の
伝
統
文
化
を
今
に
～

▪田原祭り案内図

田
原
祭
り

田
原
祭
り

●山車の競演
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じゃん田
だ

ﾞ原
ら

りん踊りコンテスト

参加チーム
大募集！
はなとき通りが光輝くステージに！

月 日［日］

日時●10月23日（日） 17:00～

場所●はなとき通り一帯
※雨天の場合は総合体育館アリーナ

応募資格●１チーム５名以上（中学
生以下は保護者同伴）／応募者多数
の場合はビデオ審査あり

賞●優勝…賞金30万円／準優勝…
賞金20万円／３位…10万円／ほ
か多数あり

応募方法●参加申込書（田原市ホー
ムページからダウンロード可）に
必要事項を記入のうえ、持参または
郵送、ＦＡＸにて
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

締め切り●９月16日（金）

応募・問い合わせ●
〒４４１－３４９２（住所不要）
田原市民まつり実行委員会事務局
（商工観光課内）
☎23局3522  　22局3817

バス路線の変更について
田原祭りに伴い、ぐるりんバス・豊鉄バスの運行経路が変更となります。ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。

▪ぐるりんバスの路線変更
中心市街地では、右表の区間での運行となり
ます。
※岡崎信用金庫付近へ仮設バス停「市役所」を設置
します。

▪豊鉄バスの路線変更
以下の日時で、「田原萱町」バス停を「市役所前」
へ移動します。
※バス停の移動先は 12 ページの案内図参照
◦９月 17 日（土） ８：００～終車
◦９月 18 日（日） ９：００～１８：００

※ぐるりんバス・豊鉄バスともに 18 日（日）
が雨天の場合、19 日（祝・月）が路線変更と
なります。

ぐるりんバスの問い合わせ
▶市民協働課☎２３局３５０４
▶豊鉄ミデイ㈱☎２３局７２１０
豊鉄バスの問い合わせ
▶豊鉄バス㈱渥美営業所☎３３局０２１１

９月 17 日［土］終日

童浦線
表浜線
高松線
大久保線

田原駅⇔福祉センター

西部線 鎌田⇔市役所⇔田原駅
中央線 藤七原⇔市役所⇔田原駅

９月 18 日［日］18：00 まで

童浦線 晩田⇔総合体育館⇔田原駅⇔
福祉センター

西部線 鎌田⇔市役所⇔田原駅⇔川岸

中央線 田原駅⇔市役所⇔藤七原
晩田⇔総合体育館⇔田原駅

表浜線
高松線
大久保線

福祉センター⇔田原駅
※田原駅止まり

９月 18 日［日］18：00 以降
童浦線
中央線 博物館入口⇔田原駅

西部線 田原駅⇔川岸
表浜線
高松線

セントファーレ⇔田原駅
※田原駅止まり

●山車の車切

●山車に乗って演奏する囃子手

　

か
ら
く
り
人
形
を
乗
せ
た
豪
華
な
萱
町
・
本
町
・

新
町
の
３
台
の
山
車
。
街
中
を
練
り
歩
い
て
い
る
間
、

乗
り
込
ん
だ
囃
子
手
が
、
運
行
に
あ
わ
せ
て
お
囃
子

を
演
奏
し
て
い
ま
す
。

そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
各
町
そ
れ
ぞ
れ
で
、

聞
き
比
べ
も
楽
し
み

方
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

山
車
が
曲
が
り
角

に
差
し
掛
か
る
場
面

は
、
見
も
の
で
す
。

「
車し
ゃ
ぎ
り切
」と
呼
ば
れ
る

お
囃
子
が
、曲
が
り
角

に
近
づ
く
に
つ
れ
、テ

ン
ポ
を
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　

そ
し
て
、
山
車
が

勢
い
よ
く
「
車
切
」
を
行
う
の
に
合
わ
せ
、
テ
ン

ポ
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。こ
こ
が
演
奏
者
の
腕

の
見
せ
所
。お
囃
子
の
調
子
が
、「
車
切
」
を
行
う

担
ぎ
手
の
士
気
を
高
め
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
各
町
の
お
囃
子
の
音
色
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

見
ど
こ
ろ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ『
お
囃は

や
し子

』
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27
平成23年９月１日

新
農
業
委
員
会
委
員
が
決
定

　

７
月
に
行
っ
た
農
業
委
員
会
委
員
の
改

選
に
よ
り
、
選
挙
委
員
20
人
、
農
協
・
農

業
共
済
・
土
地
改
良
区
か
ら
団
体
推
薦
３

人
、
議
会
推
薦
４
人
の
計
27
人
の
新
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
28
日
（
木
）
に
開
催
し
た

総
会
に
お
い
て
、
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

役
員
の
選
出
も
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
併

せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
会
長　

河
合　

成
幸

　

こ
の
た
び
、
７
月
28
日
（
木
）
の

農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
農
業

委
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
会
長

の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

担
い
手
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
な

ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す

が
、
農
業
者
の
公
的
代
表
と
し
て
の

役
割
を
改
め
て
確
認
し
、
農
業
委
員

会
活
動
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

☎23局3519／FAX22局3817

細井儀宣
豊島町東屋敷８
☎22 局２００３

田
原
東
部

大谷行利
西神戸町追田13
☎22 局 1611

神
戸

太田小八
大草町小丸36
☎22 局 1597

大
草

渡辺守成
六連町奥屋敷46
☎ 27 局 0534

六
連

鈴木　榮
浦町尾崎26
☎ 22 局 0965

童
浦

河合義明
大久保町南浅場44
☎22局1586

田
原
南
部

木下　弘
田原町東山口９-３
☎22 局 2548

田
原
中
部

山内憲雄
田原町稲荷下36
☎22 局 3757

衣
笠

河合成幸
野田町尾ヶ坂西3
☎ 25 局 0330

野
田

光部良一
高松町シンチウ45-１
☎45 局 3039

高
松

鈴木信次
赤羽根町枝古11
☎45 局 2361

赤
羽
根

鈴木利弘
若見町市場50
☎45 局 3214

若
戸

千賀俊郎
宇津江町内荒古29
☎37 局 0481

泉
渡邉友之
八王子町道上24
☎37 局 0508

泉
白谷哲良
高木町脇荒古19-2
☎33 局 1185

清
田
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▪新農業委員会委員の紹介（敬称略）　任期●平成23年７月28日～平成26年7月27日



▪
今
回
の
改
選
に
伴
い
、
左
記
の
21
人
の

　

委
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

三
浦
重
芳（
神
戸
）、冨
田
政
彦（
大
草
）、

清
水
一
美（
六
連
）、鈴
木
康
彦（
童
浦
）、

合
川
正
幸（
田
原
南
部
）、鳥
井
敏
朗（
田

原
中
部
）、
鈴
木
和
義
（
衣
笠
）、
井
上

正
章
（
高
松
）、
河
合
正
泰
（
若
戸
）、

太
田
司
（
泉
）、
神
谷
憲
一
（
泉
）、
朽

名
孝
好
（
清
田
）、荒
木
孝
明
（
中
山
）、

中
川
和
昌
（
中
山
）、
渡
會
德
司
（
堀

切
）、
藤
井
勝
人
（
和
地
）、
皿
井
則
昭

（
農
協
推
薦
）、
夏
目
誠
（
共
済
推
薦
）、

河
合
恭
弘
（
土
地
改
推
薦
）、
河
合
美

惠
子
（
議
会
推
薦
）、岸
上
せ
つ
子
（
議

会
推
薦
）

耕
作
放
棄
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
　

農
地
は
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
限
り
あ
る
か

け
が
え
の
な
い
地
域
資
源
で
す
。「
荒
ら

さ
ず
に
耕
作
す
る
こ
と
」
が
原
則
で
す
。

農
地
が
荒
廃
す
る
と
、
雑
木
や
雑
草
が
生

え
害
虫
が
発
生
し
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

ま
す
。
不
法
投
棄
の
場
所
に
な
っ
た
り
、

枯
草
火
災
が
発
生
し
た
り
す
る
な
ど
、
環

境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
耕
作
放
棄

地
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
所
有
者
が

責
任
を
持
っ
て
農
地
を
管
理
す
る
と
い
う

意
識
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
日
ご
ろ
か
ら

農
地
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
農
地
の
遊
休

化
防
止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
も

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
市
内
の
全
て

の
農
地
を
対
象
に
耕
作
放
棄
地
調
査
を
行

い
ま
す
。
地
区
の
農
地
利
用
集
積
促
進
員

が
農
地
を
回
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

吉田有二
保美町西武者詰99
☎ 32 局 1701

福
江

岸上　明
中山町寺脇140
☎ 32 局 1373

中
山

森下金佐
小中山町田端161-１
☎ 32 局 0584

中
山

渡會　仁
堀切町新堀西67
☎35 局 6945

堀
切

岡田公一
小塩津町里瀬古38
☎ 38 局 0019

堀
切

河合克泰
野田町市場５
☎25 局 0221

農
協
推
薦

林　節雄
中山町大堀48
☎32 局 1875

共
済
推
薦

森下吉直
小中山町北郷93
☎32 局 0721

土
地
改
推
薦

赤尾昌昭
豊島町清吾25
☎23 局 1608

議
会
推
薦

鈴木貴江
加治町西屋敷69-3
☎22 局 2880

議
会
推
薦

杉原桂子
池尻町中瀬古43
☎45 局 2281

議
会
推
薦

杉本公子
西山町明和197
☎35 局 6950

議
会
推
薦

※
１ 

農
協
：
愛
知
み
な
み
農

　
　
　
　
　

  

業
協
同
組
合

※
２ 

共
済
：
東
三
河
農
業
共

　
　
　
　
　

  

済
組
合

※
3 

土
地
改
：
田
原
市
土
地 

　
　
　
　
　
　

  

改
良
区

※
4 
議
会
：
田
原
市
議
会

※
１

※
２

※
３

※
４
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耕作放棄地に
しないように
しよう！

▪新役員

役　

職

氏　

名

会　

長

河 

合 

成 

幸

会
長
職
務
代
理
者

吉 

田 

有 

二

委
員
長

鈴 

木 

信 

次

副
委
員
長

岡 
田 
公 

一

委
員
長

細 

井 
儀 
宣

副
委
員
長

光 

部 

良 
一

委
員
長

杉 

本 

公 

子

副
委
員
長

木 

下  　

弘

農地
委員会

農政
委員会

広報編集
委員会
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三
河
港
や
海
の
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
三
河
湾
子

ど
も
ク
ル
ー
ズ
２
０
１
１
が
開
催
さ
れ
、親
子
ら
57

名
が
参
加
し
ま
し
た
。４
隻
の
小
型
ク
ル
ー
ザ
ー
に

分
乗
し
、洋
上
の
冒
険
へ
出
航
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、臨
海
工
業
団
地
の
見
学
や
環
境
学
習
を
行
う
な

ど
、夏
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

海
か
ら
眺
め
る

私
た
ち
の
ま
ち

７
月
28
日［
木
］

▲対岸のラグーナ蒲郡へ向かう途中、三河港を背に記念撮影！

　

早
起
き
お
に
ぎ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、７
月
29
日

（
金
）に
大
草
市
民
館
で
、30
日（
土
）に
中
山
市
民

館
で
開
催
さ
れ
、２
８
３
名
の
親
子
ら
が
参
加
し
ま
し

た
。朝
食
の
大
切
さ
な
ど
を
知
って
も
ら
う
こ
の
イ
ベン

ト
。参
加
者
は
、自
分
の
好
き
な
具
を
選
ん
で
作
っ
た

お
に
ぎ
り
を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
食
べ
よ
う

元
気
に
朝
ご
は
ん
！

７
月
29
日［
金
］

▲手軽に朝食をとる方法などを紹介するミニ講座も行われました（大草市民館）

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

︵
京
都
府
福
知
山
市
［
８
／
４
～
７
］︶

◎
中
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
写
真
右
か
ら
】

藤
城
き
ら
り
さ
ん

（
田
原
中
部
小
６
年
）

柴
田
青あ
お
い依
さ
ん

（
田
原
東
部
小
５
年
）

▪
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

︵
兵
庫
県
神
戸
市
［
７
／
22
～
24
］︶

◎
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
Ｓ
Ｃ

【
写
真
右
か
ら
】

川
口
育な
る
ち
か寛
く
ん

（
中
山
小
６
年
）

山
本
駿し
ゅ
ん
す
け
介
く
ん

（
福
江
小
４
年
）

▪
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
︻
陸
上
競
技　

女
子
１
５
０
０
ｍ
・
３
０
０
０
ｍ
︼

︵
岩
手
県
北
上
市
［
８
／
３
～
７
］︶

清
田
真ま

お央
さ
ん

（
中
京
大
中
京
高
３
年
／
中

山
町
出
身
）
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市
政
ぴ
ー
あ
ー
る
講
座
が
、市
防
災
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
南
庁
舎
６
階
）な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。市
民
の
皆
さ
ん
が
市
の
政
策
や
事
業
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
の
講
座
。こ
の
日
は「
防
災
」を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
市
民
36
名
は
、防
災
セ
ン
タ
ー
で「
３

日
分
の
食
料
・
水
を
各
自
で
用
意
す
る
」「
津
波
が

来
た
ら
ま
ず
逃
げ
る
」こ
と
な
ど
、自
分
で
で
き
る

災
害
へ
の
備
え
や
心
が
け
を
学
ん
だ
ほ
か
、防
災

倉
庫
や
防
災
設
備
が
あ
る
大
手
公
園（
田
原
町
）な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。 普

段
か
ら
の
備
え
が

あ
な
た
を
守
る

７
月
30
日［
土
］

▲防災倉庫「報民倉」で、市の災害用物資備蓄状況の説明を受ける参加者たち

　

海
の
安
全
と
大
漁
を
祈
願
す
る
龍
宮
ま
つ
り
が

白
谷
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。江
戸
時
代
末

期
か
ら
続
く
と
い
わ
れ
る
伝
統
の
こ
の
行
事
。亀
に

ま
た
が
っ
た
浦
島
太
郎
と
漁
船
団
が
、沖
で
酒
や
も

ち
な
ど
の
供
物
を
海
に
さ
さ
げ
ま
し
た
。ま
た
、地

元
の
小
学
生
に
よ
る
浦
島
太
郎
伝
説
の
寸
劇
も
催

さ
れ
、訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

願
い
を
込
め
て

海
原
を
行
く

８
月
15
日［
月
］

▲大漁旗をなびかせた漁船団と共に、さっそうと沖へ出た浦島太郎
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▼
募
集
人
員
＝
４
名　

▼
対
象
＝
お
お
む

ね
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方　

▼
採
用
期
間

＝
10
月
22
日
（
土
）
～
12
月
４
日
（
日
）

▼
勤
務
内
容
＝
展
示
室
監
視　

▼
勤
務
形

態
＝
週
３
日
程
度
勤
務
（
土
・
日
曜
日
勤

務
あ
り
）
／
午
前
９
時
～
午
後
１
時
と
午

後
１
時
～
５
時
の
交
代
勤
務　

▼
賃
金
＝

時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
10

月
１
日
（
土
）
ま
で
に
田
原
市
博
物
館
に

あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
／
郵
送
不
可

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

突
然
の
事
故
や
病
気
か
ら
幼
い
命
を
守

る
た
め
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
普
通
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
10
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員

＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
10
月
１
日
（
土
）
ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話

番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
講

習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

　

私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
「
食
」

に
は
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
普
段
の
家
庭
の
食
生
活
も
ち
ょっ
と

し
た
工
夫
で
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
元
食
材
を
利
用
し
た
、
家
庭
で
手
軽

に
で
き
る
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
に
、
親
子
な
ど

で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
10
月

１
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導

室　

▼
講
師
＝
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

▼
メ
ニ
ュ
ー
＝
ス
ペ
ア

リ
ブ
、
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
、
デ
ザ
ー
ト
な

ど　

▼
参
加
料
＝
１
名
５
０
０
円
程
度

（
材
料
費
）　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）
／
９
月
６
日
（
火
）

受
付
開
始　

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　
▼
コ
ー
ス
／
開
催
日
時
／
受
講
料
＝

表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
研
修
室

（
田
原
文
化
会
館
２
階
）　

▼
定
員
＝
い
ず

れ
も
20
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝

直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望

の
有
無
を
明
記
）※
休
館
日
＝
月
曜
日（
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講

中
・
申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時

に
２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可
／
メ
デ
ィ
ア

研
修
室
は
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
研
修
な
ど
で

も
利
用
可
（
有
料
）。

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
臨
時
職
員（
渥
美
郷
土
資

料
館
企
画
展
監
視
員
）

パ
パ
マ
マ
普
通
救
命
講
習
会

受
講
者

エ
コ・ク
ッ
キ
ン
グ
講
座　

参
加
者

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

■パソコン教室

※パソコンの環境　OS：Windows Vista／使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft 
Word2007、Excel2007、PowerPoint2007、IBMホームページビルダー13

コース 開催日 時間 受講料

はじめてのパソコン入門 10／5水・7金・12水・14金 13:30～16:30 無料

文書作成初級 10／18火・20木・25火・27木

9:30～11:30
1,000円

表計算初級 10／23日・30日・11／6日・13日

表計算中級 10／5水・7金・12水・14金

1,500円プレゼンテーション初級 10／18火・20木・25火
13:30～16:30

ホームページ作成初級 10／23日・30日・11／6日
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田
原
市
で
は
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
成
人
の

週
１
回
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
を
50
％
に
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
目
標
達
成

の
た
め
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

設
立
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の一
環
と

し
て
運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
開
催
日
時
／
場
所
＝
表
の
と
お

り　

▼
受
講
料
＝
１
０
０
０
円
／
月　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
は
が
き
の
場
合
は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
学
生
は
学
校
名
と
学

年
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
就
園
前
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
外

国
出
身
の
マ
マ
と
子
ど
も
お
よ
び
妊
婦　

▼
日
時
＝
11
月
１
日
（
火
）
午
前
10
時
～

午
後
１
時　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
＝
日
本
の
お
や
つ
作
り
体

験
・
試
食
、
座
談
会　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
ハ
ン
ド
タ

オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン　

▼
申
し
込
み
＝
10
月

25
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
母
子

の
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０　

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
東
三
河
の
魅

力
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
み
、
生
物
多
様
性

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
三
河
湾
の
恵
み
コ
ー
ス

▼
日
時
＝
９
月
25
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時　

▼
発
着
場
所
＝
三
河
田

原
駅
、
東
三
河
総
合
庁
舎　

▼
内
容
＝
蒲

郡
市
の
干
潟
で
生
き
物
と
の
ふ
れ
あ
い
体

験
、
豊
橋
市
で
食
と
生
物
多
様
性
を
学
ぶ

「
ち
く
わ
」
づ
く
り
体
験

▪
渥
美
半
島
の
恵
み
コ
ー
ス

▼
日
時
＝
10
月
22
日
（
土
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時　

▼
発
着
場
所
＝
蒲
郡

駅
、
東
三
河
総
合
庁
舎　

▼
内
容
＝
伊
良

湖
岬
で
野
鳥
観
察
、
渥
美
半
島
の
巨
木
の

森
を
探
検
（
泉
福
寺
）、
野
菜
ソ
ム
リ
エ

と
学
ぶ
地
産
地
消
！
野
菜
収
穫
体
験

◦
共
通
事
項

▼
定
員
＝
各
40
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
発
着
場
所
を
明
記
）　

▼
主

催
＝
愛
知
県
東
三
河
県
民
事
務
所

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
穂
の
国
森
づ
く
り
の
会
事
務
局

☎（
０
５
３
２
）55
局
５
２
７
２

　
（
０
５
３
２
）55
局
５
２
７
６

　

honokuni@
honokuni.org

　　  長期滞在型地域産業支援プログラム 実証事業
　   東三河シニアリフレッシュ事業『極

きわみ

・奥三河』
　大自然と向き合う「地域体験プログラム」と、地域に浸かり、地域産業の
お手伝いをする「地域産業支援プログラム」の参加者を募集します。

※参加料には、現地での体験、宿泊費、食事、材料費、傷害保険料などを含む

▼対象＝５０歳以上の方　 ▼申し込み＝豊鉄観光株式会社企画販売部
【☎（0532）54局5679】に電話にて（先着順） ※定員到達後はキャンセル待ち

　奥三河の地域産業である、養殖漁業（県淡水養殖漁協）や林業（津具森
林組合）を、楽しみながらお手伝いしていただくプログラムです。

※詳しくは東三河広域協議会のホームページをご覧ください。

▼東三河広域協議会（豊橋市役所政策企画課内）☎（0532）51局2181 
　　 http://www.east-mikawa.jp/kiwami/

参加者
募集

内容 実施日 定員 参加料

自然を感じる！林業体験　～自
分たちの森づくり＆遊具づくり～ 10／13木～16日 12名 35,800 円

養殖がわかる！　～淡水魚の生
態を学び、川魚料理を愉しむ～ 11／2水～4金 ５名 24,800 円

蜂の生態を観る！　～大自然の
恵み 山のロマン 蜂追い体験～ 11／5土～6日 10名 14,800 円

おいしい酪農体験　～最高の牛
乳であなたのチーズを作る～ 11／11金～13日 10名 22,800 円

■地域体験プログラム

■地域産業支援プログラム

外
国
人
マ
マ
の
会　

参
加
者

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

モ
デ
ル
教
室　

参
加
者

■総合型地域スポーツクラブモデル教室
教室名 対象 日時 場所

バドミントン
中学生 毎週水曜日

18：30～21：00 東部中学校体育館

一般 毎週水曜日
10：00～12：00

田原市総合体育館
アリーナ

卓球 一般 毎週水曜日
10：00～12：00

田原市総合体育館
アリーナ

空手道 幼児～
一般

毎週金曜日
19：00～21：00

田原市総合体育館
第２武道場

毎週土曜日
19：00～21：00

渥美運動公園
柔道場

東
三
河
の
生
き
物
の
恵
み

バ
ス
ツ
ア
ー　

参
加
者

※見学・体験もできます。
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東
三
河
地
域
の
食
農
産
業
を
振
興
す
る

た
め
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
、
愛
知
県
、

地
域
自
治
体
の
連
携
の
も
と
「
東
三
河
Ｉ
Ｔ

食
農
先
導
士
養
成
拠
点
の
形
成
」
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

▪
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
日
時
＝
９
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後
１

時
～
４
時
40
分　

▼
場
所
＝
蒲
郡
市
民
会

館
東
ホ
ー
ル　

▼
内
容
＝
「
施
設
園
芸
と

農
商
工
連
携
」
に
関
す
る
講
演
な
ど　

▼
定
員
＝
３
０
０
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
職
業
・
電
話

番
号
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記

の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
フ
ォ
ー
ム
に
て

▪
養
成
講
座
（
４
期
生
）

　

生
産
環
境
に
左
右
さ
れ
る
農
業
に
豊
橋

技
術
科
学
大
学
の
培
っ
た
先
端
的
技
術
科
学

の
情
報
と
工
学
技
術
を
体
系
的
に
導
入
し
、

Ｉ
Ｔ
生
産
管
理
・
Ｉ
Ｔ
経
営
管
理
の
で
き
る

人
材「
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士
」を
養
成
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
12
月
～
平
成
25
年
３
月
（
２
年

間
）　

▼
内
容
＝
教
室
講
義
、
ｅイ
ー

－

ラ
ー

ニ
ン
グ
、
実
務
訓
練　

▼
定
員
＝
25
名　

▼
申
し
込
み
＝
募
集
要
項
、
申
し
込
み
方

法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
（
受
付
期
間
は

９
月
30
日
金
～
10
月
20
日
木
）　

▼
そ
の

他
＝
単
位
取
得
・
修
了
者
に
は
「
Ｉ
Ｔ
食

農
先
導
士
」
の
称
号
を
授
与

▼
東
三
河
Ｉ
Ｔ
食
農
先
導
士
養
成
拠
点
の
形

成
事
業
推
進
室
（
豊
橋
技
術
科
学
大
学
内
）

☎（
０
５
３
２
）44
局
６
６
５
５

　
（
０
５
３
２
）81
局
５
１
０
８

　

sendoshi@
recab.tut.ac.jp

　

http://w
w

w
.recab.tut.ac.jp

　

９
月
15
日
～
21
日
は「
老
人
週
間
」で
す
。

田
原
市
で
は
、ご
長
寿
の
お
祝
い
に
敬
老
金
を

お
届
け
し
、多
年
に
わ
た
る
社
会
貢
献
に
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま
す
。

▼
敬
老
金
対
象
＝
①
満
80
歳
（
昭
和
６
年

生
ま
れ
）
の
方
②
満
88
歳
（
大
正
12
年
生

ま
れ
）
の
方
③
満
１
０
０
歳
以
上
（
明
治
44

年
12
月
31
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

　

ま
た
、満
99
歳（
明
治
45
年
１
月
１
日
～
大

正
元
年
12
月
31
日
生
ま
れ
）の
方
に
は
、
愛

知
県
か
ら
敬
老
祝
い
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
で
も
、ご
長
寿
の
皆
さ
ん
か
ら

人
生
の
知
恵
と
勇
気
を
学
び
、長
年
の
ご
労
苦

に
敬
意
を
表
す
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

東
三
河
Ｉア

イ
テ
ィＴ
食
農
先
導
士 

公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム・
養
成
講
座　

受
講
者

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

生
活
習
慣
病
は
、日
常
生
活
の
あ
り
方

と
深
く
関
連
し
て
い
ま
す
。自
分
に
合
っ

た
運
動
習
慣
や
食
生
活
の
改
善
な
ど
で
、

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　

効
果
的
な
運
動
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
は
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
健
康
運
動
指
導

士
が
初
心
者
向
け
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
楽

し
く
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
日
＝
10
月
18
日
（
火
）、
11
月
29
日

（
火
）、
平
成
24
年
２
月
７
日
（
火
）、
３

月
６
日
（
火
）　

▼
会
場
／
時
間
＝
全
期

日
と
も
【
田
原
市
総
合
体
育
館
】
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
【
あ
つ
み
ラ
イ

フ
ラ
ン
ド
】
午
後
７
時
～
８
時
30
分　

▼
内
容
＝
簡
単
な
体
力
チ
ェ
ッ
ク
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
い
す
や
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定

員
＝
各
15
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み

＝
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

サンテパルクたはら

臨時休園 のお知らせ

◉臨時休園日＝9／30 金
※ただし、9／29 木は開園
しますので、ぜひお越しくだ
さい。

▶サンテパルクたはら
　☎ 25局1234

伊良湖・蒲郡間を高速船で結ぶモニターツアー第２弾

旅客船に乗り、三河湾と蒲郡の魅力を堪能するツアーを開催します。

日時 ▼10／９日・16日10：00～17：00ごろ
旅程 ▼①伊良湖港→ラグーナ蒲郡→三谷でお抹茶→竹島→伊良湖港
　　　②伊良湖港→ラグーナ蒲郡→おさかな市場で食べ歩き！→ラグーナ蒲郡→伊良湖港
乗船場所 ▼道の駅 伊良湖クリスタルポルト／当日は豊橋駅、三河田原駅から無

料バスを運行します。
定員 ▼各20名（先着順）
料金 ▼①2,400円②1,000円
申し込み ▼９月22日木までにJTB中部豊橋支店【☎（0532）54局6712】に電話にて

▼商工観光課☎２３局３５２２

９
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」

９
月
は「
健
康
増
進
普
及
月
間
」

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催
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▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

空
き
巣
や
自
転

車
盗
、
自
販
機
・

部
品
ね
ら
い
、
農

機
具
盗
な
ど
の
被

害
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

被
害
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
次
の

点
を
心
が
け
、
地
域
全
体
で
防
犯
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

　

犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
４
原

則
に
基
づ
い
た
対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
よ
り
大
き
な
防
犯
効
果
が
得
ら
れ

ま
す
。

▪
防
犯
の
４
原
則

◦
時
間
【
侵
入
に
時
間
を
か
け
さ
せ
る
】

◦
光
【
周
囲
を
明
る
く
す
る
】

◦
音
【
音
で
威
嚇
す
る
】

◦
地
域
の
目【
地
域
の
連
携
を
強
化
す
る
】

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

▼
日
時
＝
平
成
24
年
１
月
８
日
（
日
）
午

前
10
時
～　

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育

館　

▼
案
内
状
＝
11
月
末
現
在
で
田
原
市

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
に
、
12
月
初

旬
ご
ろ
送
付

※
詳
細
は
広
報
た
は
ら
11
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

秋
は
、
行
楽
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
で
外

出
す
る
機
会
が
増

え
、
人
や
自
動
車

の
動
き
が
活
発
に

な
り
ま
す
。

　

日
没
時
刻
が
日
増
し
に
早
く
な
る
こ
と

か
ら
、
運
転
手
に
と
っ
て
は
歩
行
者
・
自

転
車
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
は
交
通
量
も
増

え
、
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
が
交
通
事

故
に
遭
う
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯

し
、
歩
行
者
・
自
転
車
は
反
射
材
を
身
に

つ
け
る
こ
と
な
ど
を
心
が
け
、
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
～

４
時
ま
で
（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分

程
度
）　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
室　

▼
相
談
料
＝
無
料　

▼
申
し
込

み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

　

パ
ソ
コ
ン
の
操

作
な
ど
で
お
困
り

の
方
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水

曜
日
／
午
後
８
時

～
10
時　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
視
聴

覚
室
▼
相
談
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝

事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

氏
名
・
電
話
番
号
・
相
談
希
望
日
を
明
記
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

❖
運
動
の
基
本

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

❖
重
点
目
標

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

◦
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

９
月
21
日（
水
）～
30
日（
金
）

盗
難
防
止
の
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
を

❖
盗
難
防
止
の
た
め
に

◦
戸
締
ま
り
や
施
錠
を
し
、
簡
単
に
侵
入

で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
農
機
具
な
ど
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◦
泥
棒
は
人
目
を
嫌
い
ま
す
。
知
ら
な
い

人
に
対
し
て
も
あ
い
さ
つ
す
る
な
ど
、

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
不
審
車
両
を
見
か
け
た
ら
、車
種
や
ナ

ン
バ
ー
な
ど
を
メ
モ
し
ま
し
ょ
う
。

◦
盗
難
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
１
１
０

番
し
ま
し
ょ
う
。

◦
被
害
に
遭
っ
た
ら
、警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
鍵
か
け
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。無
施
錠
の
場
合
、

家
屋
に
簡
単
に
侵
入
さ
れ
、自
転
車
は
盗
難
に
遭
い
、
自

動
車
は
車
内
の
カ
バ
ン
な
ど
を
持
ち
逃
げ
さ
れ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成
24
年

田
原
市
成
人
式
を
行
い
ま
す
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田
原
市
で
は
、

私
立
高
等
学
校

に
通
う
お
子
さ

ん
を
持
つ
保
護

者
の
方
の
負
担

を
軽
く
す
る
た

め
、授
業
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で
、
10
月
１
日

現
在
、
全
日
制
ま
た
は
定
時
制
の
私
立
高

等
学
校
に
通
い
、
各
学
校
の
特
待
生
ま
た

は
奨
学
生
と
し
て
授
業
料
を
免
除
さ
れ
て

い
な
い
生
徒
の
保
護
者（
授
業
料
負
担
者
）

▼
補
助
額
＝
１
万
２
０
０
０
円
（
年
額
）

▼
申
し
込
み
＝
10
月
３
日
（
月
）
～
31
日

（
月
）
の
期
間
に
、
各
高
等
学
校
ま
た
は

教
育
総
務
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
（
在
学
証
明
書
・
保

護
者
名
義
の
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
・

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

▼
教
育
総
務
課

☎
23
局
３
５
３
０　

22
局
３
８
１
１

　

６
月
か
ら
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
少

な
く
と
も
１
年
に
１
度
は
自
分
の
健
康
を

考
え
る
日
を
つ
く
り
、
体
の
状
態
を
知
る

た
め
に
も
、必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
の
際
は
必
ず
受
診
券
と
保
険
証
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料　

▼
場
所

＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
期
間
＝
12
月

31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝

健
診
は
空
腹
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

▪
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
＝
10
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
場

所
＝
愛
知
県
行
政
書
士
会
東
三
支
部
事
務

局（
豊
橋
市
新
吉
町
28　

日
伸
ビ
ル
３
階
）

▼
内
容
＝
建
設
業
許
可
・
産
業
廃
棄
物
許

認
可
・
農
地
転
用
・
書
庫
証
明
・
著
作
権
・

会
社
設
立
・
遺
産
分
割
協
議
書
な
ど
の
許

認
可
手
続
き
に
関
す
る
こ
と　

▼
そ
の

他
＝
当
日
、
電
話
ま
た
は
会
場
に
て
相
談

受
付

▼
愛
知
県
行
政
書
士
会
東
三
支
部

☎（
０
５
３
２
）53
局
１
９
６
３　

▪
司
法
書
士
に
よ
る
登
記・法
律
無
料
面
接
相
談

▼
日
時
／
場
所
＝
①

10
月
３
日
（
月
）
～

７
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時
／
愛

知
県
司
法
書
士
会
豊

橋
支
部
事
務
所
（
豊

橋
市
前
田
南
町
）
②

10
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

／
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室
１
・
３　

▼
内
容
＝
登
記
・
民
事
裁
判
・
家
庭
裁
判

所
の
手
続
き
、
遺
言
の
作
成
に
関
す
る
こ

と　

▼
申
し
込
み
＝
①
事
前
に
電
話
予
約

（
１
日
６
名
ま
で
／
先
着
順
）
②
事
前
に

電
話
予
約
ま
た
は
当
日
会
場
に
て

▼
愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
☎（
０
５
３
２
）54
局
５
６
６
５

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
﹁
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
﹂
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
確
認
し
、
し
っ
か
り
と
ご
み

を
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご
み
を
出

し
、
地
域
の
環
境
保
全
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
23
年
４
月
１
日
で
満
65
歳
に
な
ら

れ
た
方
な
ど
で
、公
的
年
金
か
ら
市
民
税
・

県
民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が
平
成

23
年
10
月
支
給
の
年
金
か
ら
始
ま
る
方
が

あ
り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対
象
者
に
は
、

６
月
中
旬
に
市
か
ら
送
付
し
た
納
税
通
知

書
に
特
別
徴
収
予
定
の
金
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

最
近
、
収
集
日
の
前
日

に
ご
み
を
出
し
た
り
、
他

の
地
区
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
た
り
す
る
な
ど
、

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
が
守
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
ご
み
は
、
収
集
日
当
日
の
午
前
６
時
～

８
時
の
時
間
帯
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
生
ご
み
は
、
し
っ
か
り
と
水
切
り
し
て

か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
紙
類
・
布
類
の
収
集
日
が
雨
天
の
場
合

は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
よ
う

公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税
・県
民
税
の
天
引
き

「
法
の
日
」
無
料
法
律
相
談

私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
を

補
助
し
ま
す

受
け
て
安
心
！

健
診
は
お
早
め
に

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
に

決
め
ら
れ
た
場
所
へ
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

9/2金～9/15木
田原市防災訓練

たはら福祉専門学校オープンカレッジ

9/16金～9/29木
トライアスロン伊良湖大会
博物館企画展「洋風画家谷文晁・
渡辺崋山が描く風景表現」

9/30金～
田原祭り

落語ワークショップ

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原市議会　生中継（予定）

10：00から終了まで
◦9/5月、6火 一般質問

※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/
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◉
９
月
17
日
土
・
18
日
日　

田
原
祭
り

※
12
～
13
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
５
日
水

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
栄
養
指
導
室

内
容
▼
地
産
地
消
～
田
原
産
の
お
茶
を
も
っ

と
お
い
し
く
～

受
講
料
▼
無
料

定
員
▼
30
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
▼
９
月
26
日（
月
）ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
電
話
番
号

と
参
加
者
全
員
の
氏
名
を
明
記
）

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

　

syoko@
city.tahara.aichi.jp

◉
10
月
７
日
金

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
７
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
ジ
ャ
ジ
ー
ナ
イ
ト

出
演
▼
三
上
ク
ニ
・
ト
リ
オ

◉
９
月
11
日
日　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
秋
の
企
画
展「
洋
風
画
家
谷
文
晁
・

渡
辺
崋
山
が
描
く
風
景
表
現
」展
示
解
説

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

入
場
料
▼
１
０
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
、文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
９
月
27
日（
火
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１

◉
10
月
８
日
土　

田
原
城
跡
・
月
見
会

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
▼
田
原
城
跡
、
田
原
市
博
物
館
（
雨

天
の
場
合
は
博
物
館
ロ
ビ
ー
）

内
容
▼
お
茶
席
（
呈
茶
券
１
０
０
円
）、

句
会
（
当
日
投
句
／
優
秀
作
に
は
記
念

品
贈
呈
、博
物
館
だ
よ
り
で
発
表
）、
サ

キ
ソ
フ
ォ
ン
演
奏（
午
後
７
時
20
分
～
）

そ
の
他
▼
月
見
会
開
催
中
、
田
原
市
博
物

館
企
画
展
無
料
開
放

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
10
月
９
日
日　

※
雨
天
決
行

渥
美
半
島
自
然
体
験
エ
コ
ツ
ア
ー

　

タ
カ
の
渡
り
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所
▼
道
の
駅 

伊
良
湖
ク
リ
ス
タ

ル
ポ
ル
ト
前

申
し
込
み
▼
当
日
、受
付
に
て
（
午
前
９
時

45
分
～
）※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

そ
の
他
▼
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

を
ご
持
参
の
う
え
、
歩
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
２
２

◉
10
月
９
日
日　

※
雨
天
中
止

秋
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

　

豊
橋
市
と
共
同
で
、
野
鳥
や
干
潟
の
生

き
物
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
汐
川
干
潟
（
豊
橋
市
杉
山
町
）

定
員
▼
50
名
（
先
着
順
）
※
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴

参
加
料
▼
無
料

持
ち
物
▼
長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
▼
９
月
26
日
（
月
）ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル・は
が
き
の
場
合
は
、

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号

と
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
明
記
）

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

kankyo@
city.tahara.aichi.jp

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。お気軽にご相談ください。

9月8日木・10月13日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（1階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

OCT

10

月
の
イ
ベ
ン
ト

SEP

9
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◉
10
月
16
日
日　

田
原
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
験

第
１
回
「
搾さ

く

油ゆ

用
菜
の
花
の
種
ま
き
」

　

菜
の
花
の
栽
培
を
通
じ
て「
資
源
循
環
」

や「
環
境
と
食
と
農
業
の
関
わ
り
」を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

対
象
▼
小
学
生
以
上　

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所
▼
市
内
の
ほ
場
ほ
か

内
容
▼
種
ま
き
体
験
、
菜
種
油
で
揚
げ
た

天
ぷ
ら
の
試
食
な
ど

定
員
▼
30
名
（
先
着
順
）
※
小
学
生
は
保

護
者
同
伴

参
加
料
▼
無
料

持
ち
物
▼
昼
食（
お
に
ぎ
り
な
ど
）、飲
み
物

申
し
込
み
▼
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
10
月
16
日
日　

第
７
回
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ

時
間
▼
午
前
７
時
～
午
後
４
時

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
▼
白
谷
海
浜
公
園

コ
ー
ス
距
離
・
対
象
▼
Ａ
コ
ー
ス
＝
90 

km

（
中
学
生
以
上
）
／
Ｂ
コ
ー
ス
＝
65 km
（
小

学
５
年
生
以
上
）／
Ｃ
コ
ー
ス
＝
31 

km（
小

学
生
以
上
）
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員
▼
＝
１
８
０
０
名

参
加
費
▼
＝
中
学
生
以
上
３
０
０
０
円
、

小
学
生
２
０
０
０
円（
傷
害
保
険
含
む
）

申
込
要
項
設
置
場
所
▼
事
務
局
お
よ
び
生

涯
学
習
課
※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

細
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
▼
ゴ
ー
ル
後
に
は
、
地
元
の
有
志

に
よ
る
特
製
豚
汁
や
お
に
ぎ
り
な
ど
の

振
る
舞
い
あ
り
／
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
自

転
車
教
室
を
小
学
生
を
対
象
に
実
施

（
大
会
参
加
者
無
料
）
／
大
会
当
日
は
、

沿
道
で
の
自

転
車
通
行
数

が
増
加
し
、
ご

迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

主
催
▼
愛
知
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会

後
援
▼
田
原
市
、田
原
市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
務
局

（
愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
新
沼
町
１
５
０
）

☎（
０
５
２
）９
０
９
局
６
２
０
１

　

http://w
w

w
.fukaya-sangyo.co.jp/

◉
10
月
29
日
土　

田
原
市
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
（
午
後
１
時
か

ら
受
付
）

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園
屋
内
競
技
場

チ
ー
ム
編
成
▼
１
チ
ー
ム
４
～
６
名
（
男

女
混
合
が
望
ま
し
い
）
※
女
子
の
み
の

チ
ー
ム
は
加
点
ル
ー
ル
あ
り

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
10
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
①

生
涯
学
習
課
②
田
原
文
化
会
館
③
赤
羽

根
文
化
会
館
④
渥
美
運
動
公
園
⑤
各
市

民
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
①
～
④
に
提
出

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
10
月
30
日
日　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
ピ
ア
ノ
と
歌
で
名
曲
を

出
演
▼
野
畑
さ
お
り
（
ピ
ア
ノ
）、
柿
原

有
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
能
勢
健
司
（
バ

リ
ト
ン
）

入
場
料
▼
５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
、文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
10
月
20
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

春風亭小朝独演会2011
　落語ブームの中心的存在である春風亭小朝
が田原市にやってきます。たっぷりと落語の真
髄を聞き、一緒に楽しみましょう。

日 時　9月23日（金・祝）
　　　　　　 午後2時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館 文化ホール
入 場 料　3,000円　当日3,500円
　　　　　　※未就学児入場不可

全席指定

9/23 　 祝 

チケット
残りわずか
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35
歳
に
な
っ
た
ら
…

　
　

健
診
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り

　

30
歳
代
は
、仕
事
や
子
育
て
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
が
充
実
し
、忙
し
い
年
代
で
す
。
し
か
し
、

お
な
か
周
り
が
気
に
な
り
始
め
た
り
、
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
な
ど
、
生
活
習

慣
病
と
診
断
さ
れ
始
め
た
り
す
る
年
代
で
も

あ
り
ま
す
。

❖
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
予
測
し
よ
う

　

田
原
市
で
は
、
職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け

る
機
会
の
な
い
35
～
39
歳
の
方
を
対
象
に
、

健
康
応
援
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
の
検
査
値
で
自
分
の
体
の
状
態
を

知
っ
た
り
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
を

発
見
で
き
た
り
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
年
齢
が
上
が
る
と
と
も
に
、
高
血

圧
・
脂
質
異
常
・
高
血
糖
の
割
合
が
高
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
つ
一
つ
の
検
査
値
が
軽

い
異
常
で
も
、複
数
重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
の
で
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

❖
検
査
を
受
け
た
後
が
大
切
で
す

　

検
査
項
目
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
自

覚
症
状
が
な
く
て
も
放
置
せ
ず
、
医
師
の
指

示
に
従
い
、
治
療
や
経
過
観
察
を
行
い
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

検
査
結
果
が
基
準
値
の
範
囲
内
で
あ
っ
て

も
、
年
々
少
し
ず
つ
悪
化
し
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
毎
年
健
診
を
受
け
、
検
査
値
の

変
化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

30
歳
代
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
み
で
検

査
値
が
改
善
さ
れ
や
す
い
年
代
で
す
。
ご
自

分
の
生
活
習
慣
を
、
よ
く
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
35
歳
か
ら
は
健
康
応
援

健
診
を
、
40
歳
か
ら
は
特
定
健
診
を
受
け
、

体
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（クッキングコース） １０月１８日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター 妊娠中の方　※予約制

貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会など

離乳食教室（前期）
１０月１２日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話など１０月１９日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談

１０月　３日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド
身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
※母乳相談は生後６か月まで１０月　４日（火）  9：30 ～ 10：30 赤羽根福祉センター

１０月１４日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

9月4日（日）
丸山医院 ☎33局0313
歯科尾崎医院 ☎22局0684

9月11日（日）
北山クリニック ☎23局3946
きまた眼科 ☎23局1092
赤石歯科クリニック ☎23局7300

9月18日（日）
岡田医院 ☎37局0001
藤井歯科医院 ☎45局2123

9月19日（月・祝）
國見医院 ☎22局0756
山内歯科医院 ☎23局1525

9月23日（金・祝）
川瀬医院 ☎35局1511
金田歯科医院 ☎24局1800

月　日 当直医 電話番号

9月25日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
おおかわ歯科 ☎22局4182

10月2日（日）

昭和医院 ☎32局3749
ふくい眼科 ☎22局5878
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
清栄歯科クリニック ☎33局0657

10月9日（日）
富永医院 ☎23局1316
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

10月10日（月・祝）
山本医院 ☎45局2203
伊藤歯科医院 ☎22局1104

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

健康応援健診の検査項目

◦身体測定
　身長・体重・BMI・腹囲
◦血圧測定
◦尿検査
　尿糖・尿蛋白
◦血中脂質検査

コレステロール（HDL・
LDL）・中性脂肪

◦肝機能検査
　AST・ALT・γ－GP
◦血糖検査
　ヘモグロビンA1c

健康応援健診を受けるには

実施期間▶ 12 月まで
費用▶無料
持ち物▶健康応援健診受診券
受診▶市内指定医療機関

＊詳細は健康課までお問い
合わせください！
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9月 ▼5日月、9日金、12日月、20日火、26日月

10月 ▼3日月、11日火、14日金、17日月、
            24日月、31日月

中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

『ふるさとの偉人を訪ねる　
田原を築いた人びと』
田原市教育委員会／編
田原市教育委員会

現在の田原があるのはこの方た
ちのおかげ。ふるさとを知る入
門書としてぜひどうぞ。

『はなおとこ』
ヴィヴィアン・シュワルツ/作
ジョエル・スチュアート/絵
偕成社

自分の居場所を探して旅するは
なおとこ。ページをめくるごと
に様々な顔が現れます。

●中央図書館
　一　般 ▼９月10日土～10月13日木　「国境を越えよう、翻訳列車で行こう！」
　子ども ▼11月10日木まで　　　   　  「音色がきこえるよ♪」
●赤羽根図書館
　一　般 ▼９月10日土～10月13日木　「こころのサプリメント」
　子ども ▼９月10日土～10月13日木   「木」
●渥美図書館
　一　般 ▼９月10日土～10月13日木   「読む『食欲の秋』」
　子ども ▼９月10日土～10月13日木　「そら・くも（てんたかく・・・）」

◎中央図書館
　「読書かんそう画コンクール」
　
　本を読んで、心に残った場面を
絵に描こう！図書館では秋の読書
週間にあわせて読書感想画のコン
クールを開催します。
　どんな紙に、どんな画材で描
いてもＯＫです！自由にの
びのび描いて、読書と芸術
の秋を楽しみましょう。

▼募集期間＝９月10日（土）～10月16日（日）

▼展示期間＝10月20日（木）～11月24日（木）
　　　　　　※開館時間内：火・水・金曜日 10:00～　
　　　　　　　19:00／木曜日10:00～20:00／
　　　　　　　土・日・祝日 10:00～17:00
　　　　　　　（最終日は16:00まで）

▼展示場所＝中央図書館こどもしつ

▼対象＝幼児～中学生

▼応募方法＝八つ切りサイズの紙（27cm×38cm）に
　　　　　  描き、応募用紙を添えて中央図書館児童
　　　　　　カウンターへお持ちください。（１人１点
　　　　　　まで）

▼受賞者の発表＝10月22日（土）に中央図書館こども
　　　　　　　　しつに掲示します。

▼その他＝応募者全員に“ちょっといいもの”をプレゼ
　　　　   ント。作品は12月1日（木）から返却します。

▼問い合わせ＝中央図書館☎23局４９４６

◎『飛行機が飛んでいます！』
実はこれ、職員の
手作り！おはな
し会の日には、案
内表示板を吊る
します。中央図書
館のどこにある
か探してみてね。
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詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉脳
の う

トレ「仕
し き

切り益
ま す

」
仕切り板の切込みの位置を考えなが
らはめていくと、立体的な幾何学模
様が出来上がります。
開催期間◦９月６日火～11日日
対象◦小学生以上

◉みんなで遊
あ そ

ぼう
遊戯室でボールを使って遊ぼう！
日時◦９月24日土・25日日

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

　　3日月、11日火、17日月、23日日、  
　　24日月、31日月　　※2日日は西部児童館のみ休み

　　5日月、12日月、17日土、18日日、  
　　20日火、26日月　　※19日月・月は西部児童館のみ休み

9・10 月のお休み

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
　 （児童センターのみ開催）

日時◦９月21日水 午前10時～
テーマ◦子どものSOSがわかりますか
　　　　（受け止め方・対処法）

◉工
こ う

作
さ く

「ゴム鉄
で っ ぽ う

砲」
割り箸の代わりに紙をまるめた棒を
使って作ります！
開催期間◦９月27日火～10月２日日
時間◦午後１時30分～
　　　※材料がなくな
　　　　り次第終了
対象◦小学生以上
参加費◦10円

◦卓球は小中学生に大人気です！

◦いろいろな形に挑戦しよう！

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の児童は保護者の付き添いが必要）

10月 ▼

毎週土曜日の午後２時から、囲
碁教室も予定しています。
※第1土曜日のみ午後３時～

祝

両腕を前に伸ばし、ビザは曲
げて右を向いて寝る。

息を吸いながらゆっくり左腕を
180度広げて体をひねる。
※顔も、左側に向けていく。

そのまま一呼吸。

息を吐きながらゆっくり　の姿
勢に戻す。

※左右交互に数回ずつ繰り返
　す。

生涯学習課　２３局3531

腰から肩にかけた部分をストレッチすることにより、
体幹部がほぐれます。普段使わない筋肉は、気づ
かないうちにどんどん硬くなってしまいます。ゆっくり
とした動きのスローストレッチで体をほぐして腰痛を
予防しましょう。

腰痛予防ストレッチ ２

１

１

２

３

４

３９３９

３

４

２

１

　　食器の汚れをふき取るなどし
て、下水道を汚さないようにしてい
ますが、台所で他に気をつけるポイ
ントはありますか？

Ｑ

▼下水道課　２３局３５２５

　　　　　　　食器の片付けなどの際に、油を流
さないことと、５０℃以上のお湯を流さないことが
ポイントです。
　油は下水管の中で固まって、管がつまる原因に
なります。また、下水管は塩化ビニールでできて
いるため、５０℃以上のお湯
を流すと、管が溶けてしまう
ことがあります。
　皆さんのご協力をお願い
します。

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

みんなの様子
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９

の今月　納税・使用料

金9月30日

後期高齢者医療保険料
（第3期分）

国民健康保険税
（第4期分）

下水道事業受益者負担金
（第2期分・第1期分[渥美]）

農業集落排水事業分担金
（第2期分・第1期分[渥美]）

納期限

　

１
か
ら
4
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

田
原
市
で
は
、
職
場
な
ど
で
検
診
を

受
け
る
機
会
の
な
い
35
～
39
歳
の
方
を

対
象
に
、
無
料
の
健
康
○
○
○
○
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２　

９
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）
に
、

田
原
○
○
○
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

３　

田
原
市
博
物
館
で
秋
の
○
○
○
展「
洋

画
家
谷
文
晁
・
渡
辺
崋
山
が
描
く
風
景

表
現
」
が
、
９
月
10
日
（
土
）
～
11
月
６

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

４　

特
集
〝「
防
災
」
い
ま
、
向
き
合
う

べ
き
も
の
〟
で
は
、
近
世
以
降
、
渥
美

半
島
周
辺
で
発
生
し
、
○
○
○
を
伴
っ

た
地
震
に
つい
て
振
り
返
って
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
９
月
20
日
（
火
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
８
月
号
の
答
え
】
メ
ロ
ン

（
応
募
総
数
62
通
中
、
正
解
61
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課

へ
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4

1

2

人身２２件（1３１件）
負傷３２人（１６８人）
死亡0人（2人）
物損１６２件（８８６件）

火災４件（2４件）
救急１８７件（１１８１件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗７件（2７件）
乗物盗５件（2７件）
非侵入盗１２件　（４８件）

※（　）内の数字は平成2３年の累計

田原警察署だより

７月

田原警察署　 23局０１１０

◉つなげよう　心のホットライン
　～対話がつくる家庭のぬくもり　～　
９月は、夏休み中の不規則な生活による〝遊び癖〟から、家
出をする少年などが増加する時期です。警察では総力を
挙げて、駅・繁華街での街頭補導や風俗営業の立入り調
査などを行い、家出少年の早期発見に努めています。

●家出少年の実態
•中、高校生が半数以上を占めている
•〝遊び癖〟が家出理由のトップである

●こんな態度は要注意！
•言葉や態度が乱暴になり、家族との会話を避ける
•親の知らない友だちが多くなり、携帯電話などで連絡を
取り合う
•金遣いが荒くなり、隠れてアルバイトをする
家出防止は対話から。子どもとの触れ合いを増やし、どんな
ことに興味を持っているか理解するようにしましょう。また、
どんなことでも話せる温かい家庭を作りましょう。

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

35

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

毎月1回、宅内の漏水チェックを行いましょう。

8/20現在
82.0％

5/1 5/10 5/20 6/1 6/10 6/20 7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が開始されるラインのこと（節水率検討）

冬は水質が悪くなりがちです。夏から川を汚さないように気をつけましょう。
●市内5河川の水質調査結果

6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

（　　 ）
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N
o.697 平

成
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年
9

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

66,１52人　総人口

33,406人　男性

32,746人　女性

21,745世帯世帯数

51出生 50人死亡

124人転入 149人転出

－24人増減 ※増減は7月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２3年8月１日現在）

にじみ絵で魚をつくったよ。

チョウたちの羽を丁寧に
描き、華やかな花畑を自由
に舞う美しい世界が表現
されています。

評 評
田原東部小学校２年

鈴木大輔くん

海の生き物をたくさん描いたよ。
うみ　　  い　　　もの　　　　　　　　　　えが

　　　　　　　　　　　

　　　　　 

　  れん    た　　　　　

田原東部小学校６年

河邉 楓さん
　　　 かえで　  　 だい   すけ　　

清田保育園

大谷ほの香ちゃん（５歳）

太田

    智
子

 先
生

清田保育園

朽名蓮太くん（５歳）

目や鼻、口まで、丁寧に制
作できました。おにぎり
をおいしそうに食べる様
子が伝わってきます。

評 絵の具と油が混ざり泡ができると、「本当
の海みたい」と喜んでいたほの香ちゃ
ん。生き物を丁寧に描けました。

 え    　　ぐ　　 あぶら　　ま　　　　 あわ　　　　　　　　　　　　　ほんとう

　　 うみ　　　　　　　　　　　よろ　　　　　　　　　　　　　　　か

　　　　い　　　もの　　　ていねい　 　えが

評 ふき絵をして絵の具が混ざっていく様子を
楽しんでいた蓮太くん。魚たちの話し声が聞
こえてきそうですね。

 　　  　　 え    　　　　　　え　　    ぐ　　     ま　　　　                    よう  す

たの　　　　　　　　　　  れん  た     　　　　さかな　　　　　　はな　　ごえ　　　き

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

浮き出る絵

紙版画

  　　　　　　　え　　 さかな      　　　　　

　

▼
魚
介
類
な
ど
の

恵
み
を
与
え
て
く

れ
る
海
。人
々
が

集
い
、子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
は
じ

け
る
海
。海
岸
線
を
歩
け
ば
、空
、雲
、

海
が
織
り
成
す
風
景
が
、心
の
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。撮
影
に
出

か
け
た
日
、潮
風
と
波
の
音
を
感
じ

な
が
ら
、全
体
が
茜
色
に
染
ま
っ
て

い
く
様
を
見
て
い
る
の
は
、と
て
も

心
地
よ
い
も
の
で
し
た
。し
か
し
、リ

ラ
ッ
ク
ス
し
す
ぎ
た
の
か
気
付
け
ば

辺
り
は
真
っ
暗
に
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
巻
頭
の
防
災
記
事
を
作
り
な
が

ら
、過
去
の
東
海
地
震
の
震
源
域
が
、

渥
美
半
島
の
す
ぐ
近
く
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。小
学
生

の
こ
ろ
は
、し
ょ
っ
ち
ゅ
う
表
浜
に

行
っ
て
遊
ん
だ
も
の
で
す
が
、そ
の

と
き
は「
津
波
」な
ん
て
思
い
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。「
危
険
だ
か
ら
近
寄
ら

な
い
」で
は
な
く
、「
大
切
な
も
の
だ

か
ら
注
意
を
払
う
」。何
事
も
、そ
う

あ
り
た
い
も
の
で
す
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】泉
校
区
伊
川
津
海
岸
の
夕
焼
け
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